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渡良っ子サポート会議 壱岐市立渡良小学校
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・
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　渡良の地で育つ子供たちを健やかに成長させるために、学校と家庭と地域が一体となった教育・子育てを展開することを『「提
言」し、「支援」し、「行動」する』渡良地区の教育・子育て支援システムの実現をめざして、平成 25年度から「渡良っ子サポー
ト会議」を組織し、活動している。
○３機能
①�提言機能・・・共有目標を、渡良小学校教育目標「一心三気」とし、地域・学校で協働して達成するための提言を行っていく
こと　
②支援機能・・・２つの支援の在り方・「学習支援・環境支援」　
③行動機能・・・①②について具体的に行動化していくこと　
○サポーター活動について
　みんながサポーター（みんサポ）スタイル

● 活動の特徴・工夫 
【特徴的な活動内容】
○第１回会議で共有目標を確認し、地域諸団体による支援活動を検討し年間計画を作成する。
①　公民館⇒合同運動会協力、運動会に係る美化活動、海岸清掃　　　　
②　老人会⇒校門立哨指導（毎月 15日）、ゲートボール・昔遊びの指導　　　　
③　婦人会⇒花いっぱい運動、校門立哨指導（毎月 1日）、奉仕活動への参加
④　ふるさと渡良会⇒海岸清掃　　
⑤　健全育成会⇒夏休みこども球技大会の企画運営、夏季除草活動、事故防止パレード　
⑥　交通安全協会⇒交通安全に係る設備充実（横断人形、横断旗）　
⑦　民生委員⇒不登校児童生徒の見守り、入学時の祝い準備
⑧�　駐在所⇒朝の街頭監視、交通安全教室、不審者対策訓練協力、児童虐待通報の窓口、いじめ 110 番対応、問題行動・非行への先
制予防的活動､ 情報メディア教育の啓発

【実施にあたっての工夫】
○行事のスクラップアンドビルド
　学年ごとに行っていた地域連携行事の日程移動や部分廃止を行い、地域・学校協働の柱となる新規行事として「渡良っ子収穫祭」を
開催する。全サポーター参加型とし、学校プラットフォーム化の気運づくりを目指している。
○報連相の充実
　会長、学校長、地域コーディネーター、学校コーディネーターとの連携を密にしておく。
○情報発信
　機関紙『渡良魂（わたらっこ）』　で、学校地域協働の目的やサポーターの活動を随時紹介し、地域に発信している。また、同時に、
有志サポーターを公募し、構成の拡充を図っている。
● 事業を実施しての効果・成果 
○�２学期当初に行った地区民合同運動会に係る除草作業に、200 名近くの参加があった。このことは、１学期に行った目標共有と年
間計画作成等が、会議から発信され、地
区民に対してより浸透していることの表
れだと感じる。定期的な打ち合わせの開
催により、学校・家庭・地域で問題を共
有でき連携が密となるため、継続的な情
報発信の重要性を実感した。

○�児童の発言等からも、地域との心理的距
離の近まりを感じる。学校に積極的に顔
を出してくださる地区民も増えている。

● その他 
田植え、芋植えや芋掘り、昔遊び

渡良の子供を地域総がかりで育てる
～学校と地域がともに元気に～

○本部役員（会長、副会長、事務局、学校代表等） 校　長

○事務局（教頭、会計） 教　頭

○地域コーディネーター
（学校ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）

教務主任

教　諭

職　員

○学習支援活動（スタディサポーター）

○放課後活動支援

○環境整備活動支援（グリーンサポーター）

○読書活動支援（図書ボランティア　しゃぼん玉）

○安全管理活動支援

○学校行事支援

地　 　域

学　校渡良っ子サポート会議
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図

開始年度 平成 25 年度 学級数 6 学級
児童・
生徒数

79 人

活動内容
■学習支援活動　　□部活動支援　　　　■環境整備
■子供の安全確保　■学校行事等の支援　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

統括的な地域
学校協働活動
推進員の数

配置人数 地域学校協
働活動推進
員の数

配置人数 連 携 団
体・企業
等0　人 1　人

ボランティア
の数

登録人数
属性 PTA 役員、元教員、地域住民等

31　人

参考 URL

学校の教育目標を共有し、関係団体がその目標の実現に向けた活動計画を立てるという、チームとしての
機能が素晴らしい。また、活動を増やすだけでなく、効果的に集約しながら取り組んでいて、参考になり
ます。

ポイント

● 連絡先 壱岐市立渡良小学校 ☎ 0920-47-0813
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